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にんじんを収穫しました
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人権啓発標語 「耳すまし　心の声を　聞き合おう」 菊陽西小学校　６年　中山　あかり

　武蔵ヶ丘小３年生は、８月から学校の隣の畑でにん

じんを大切に育ててきました。水やりや草取りも交代

でがんばって行いました。

　１月12日に、にんじん作り名人の内
ない

藤
とう

静
せい

紀
き

さん（花

立）と地域学校協働活動推進員の協力の下、収穫しま

した。大きなものや細長いものなど、さまざまな形の

にんじんをたくさん収穫し、持ち帰りました。家庭で

は、家族と協力してにんじん料理にも挑戦しました。

児童たちにとってとても貴重な体験ができました。 にんじんを収穫する児童たち

　「わたしは負け
ない」の学習をし
て、学んだこと
は、差別は人と人
を、はなすものだ
ということです。
　心に残ったこと
は、コンパスの先
でつくえに、「○
○のもんな学校に

くんな。」と、ほってあったことです。なぜなら、こ
の言葉は、人と人とをはなす言葉だと思います。その
地区の人だけが、学校に来てはいけないということは、
おかしいと思います。それに、コンパスでほると、消
せなくなってずっと、残ったままだからです。ぼくは、
ほった人が、ゆるせないと思いました。
　主人公の「わたし」が差別に気づき、全校集会で、
「わたしは負けません。何があっても差別に立ち向
かって生きていきます。みんなも差別をなくすために、
いっしょにがんばってほしいのです。」とうったえて
いったところも心に残りました。
　ぼくは、この出来事について、「わたし」は勇気の

ある人だと思いました。ぼくは自分の気持ちを、伝え
るのが苦手です。気持ちを伝えるときは、不安な気持
ちになってしまいます。なぜなら、みんなの反応が気
になったり、きんちょうしてしまったりするからです。
そのことで、言葉が出てこなくなります。友だちか
ら「遊ぼう」と、さそわれたことがありました。でも、
ぼくは、ブランコで遊びたかったけど、ことわれませ
んでした。ことわれなかった理由は、ことわったとき
の周りの反応が、気になるからです。そのとき、なぜ
かぼくは、気持ちを、伝えられなかった自分にくやし
くなりました。そういう思いをしたくないと思いまし
た。だから、ぼくは、「わたしは負けない」にでてく
る「わたし」のように、おかしいことに気づき、どう
どうと、言えるようになりたいです。

（担任より）
「わたしは負けない」の「わたし」の立ち上がりと自分を重
ね、これからどうしていきたいのかを考えることができま
した。普段の生活でも自信をもって話をしている姿が少し
ずつ増えてきました。これからもその気持ちを忘れないよ
うにしてほしいです。

「わたしは負けない」を学習して 菊陽南小学校　４年　中俣　嵐
あらし

　

　「３月３日」、今日はどんな日か？と調べてみると、最初に
かいてあるのが、「桃の節句」・「ひな祭り」、「耳の日」とい
うことでした。それ以外に、３月３日は、菊陽町の子どもた
ちが使う社会科の教科書にでてくる記憶にとどめておきたい
日でもあります。「新しい社会６年（歴史編）」ｐ－125の本
文には、「また、明治に入って身分制度が改められてからも、
就職や結婚などで差別され、苦しめられてきた人びとは全
国水平社をつくり、差別をなくす運動に立ち上がりました。」
とあります。加えて、右のような小見出し記述もあります。
　今から、99年前の1922年３月に差別をなくす全国的な立
ち上がりがあったことが記載されています。細かくみると、その日は３月３日だっ
たのです。差別をなくす全国的な運動が組織されたことは「水平社の全国大会差別
撤廃を叫ぶ」、「正義と人道に立脚して世の不合理をせめる水平社創立大会」などの
見出しで日本の新聞各紙で報道されました。海外でも「In March, 1922、2,500 
delegates…in Kyoto and formed the Suiheisya, literally, the Water-level 
Society…」（1922年３月京都に代表2,500人が集まり文字どおり「水平社会」を
意味する水平社を創立した）と報道されました。このときの大会での宣言は水平社
宣言と言われ、「日本で始めての人権宣言」、「誇りうる文化財」といわれています。
それは宣言にある「人間は尊敬すべきもの」であるという考え方からです。「差別する」の反対語は「尊敬する」
です。差別をなくし、人間を尊敬しあえる社会づくりを高らかに宣言した日が「３月３日」です。

「３月３日」、今日はどんな日？

勇気をもって伝えよう
（作者は前列左から２番目）

　1922年３月、京都市岡崎の公会堂で、全国
水平社の創立大会が開かれました。この大会で
は、人間を差別する言動はいっさい許さない、
と決議され、各地から集まった代表者たちは、
その喜びと決意を口々に述べました。少年代表
者である16才の山田少年は、差別の現実を報
告し、「差別を打ち破りましょう。そして光り
輝く新しい世の中にしましょう。」とよびかけ
ました。

山田少年の差別をなくすうったえ

水平社創立記念の碑
（京都市左京区岡崎）


